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市総合防災訓練
桜木小学校を主会場に、南海トラフ巨大地
震が9時に発生したとの想定により、防災
訓練を行います。

11
月
16
日（
日
）

市
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す
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こ
の
た
め
、行
政
の
組
織
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に「
自
分
の
生
命
・

財
産
は
自
分
で
守
り
、自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
自
主
防
災
意

識
の
高
揚
、自
主
防
災
の
組
織
づ
く

り
を
進
め
、自
助
・
共
助
と
公
助
が

連
携
し
て
、地
域
防
災
力
を
向
上
さ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

11
月
の
第
３
日
曜
日
は「
周
南

市
防
災
訓
練
の
日
」で
す

そ
こ
で
、各
地
区
自
主
防
災
組

織
の
代
表
者
で
組
織
さ
れ
る「
市
自

主
防
災
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
の

協
議
に
よ
り
、今
年
か
ら
毎
年
11

月
の
第
３
日
曜
日
を「
周
南
市
防

災
訓
練
の
日
」と
決
め
、開
催
地
区

の
自
主
防
災
組
織
と
市
が
協
働
し
、

「
市
総
合
防
災
訓
練
」を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
、桜
木
地
区
自
主
防

災
協
議
会
と
市
が
協
働
し
、桜
木

近
年
、世
界
的
な
規
模
で
大
地
震
や
従

来
の
想
定
を
超
え
る
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ

り
大
き
な
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、大
規
模
災
害
時
に
は
、行
政

機
能
が
組
織
的
か
つ
、円
滑
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
、相
当
な
時
間
を
要

す
る
た
め
、す
ぐ
に
は
全
て
の
被
災
地
域

へ
手
が
届
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

11
月
16
日（
日
）

市
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

日時　11月16日（日）９時～12時
場所　桜木地区全域および、桜木小学校（グラウンド、体育館）
災 害想定　9時に、南海トラフを震源域とするマグニチュード
９.0の巨大地震が発生し、本市において震度５強を観測。地
震発生から１３９分後に3.5メートルの津波が沿岸部に到達
訓練内容　全市民…シェイクアウト訓練
桜 木地区…桜木地区災害対策本部を設置し、地区本部による避
難勧告などの広報活動や避難誘導、地区住民による避難訓
練、避難所運営の訓練。土のう作りや消火訓練、炊き出しなど
周 南市…現地災害対策本部を設置し、災害・避難情報など
の発信や各機関との連携訓練、避難所運営の訓練。市消
防本部による救助・救出訓練や防災アドバイザーによる
家具転倒防止講座など

そ の他…周南警察署による巡回広報や警察車両の展示、市
と災害協定を締結している関係機関との連携訓練など
※ 9時に、市内全域に市の施設やコンビナート事業所から
のサイレンの一斉吹鳴を行います。

主要参加機関／桜木地区自主防災協議会、周南市、市消防本部、桜木
小学校、周南警察署、マックスバリュ徳山東店、徳山地区タクシー協会、周
南アマチュア無線防災ネットワークなど

平成26年度市総合防災訓練

平成24年3月に行った市総合防災訓練の様子。このとき
は、徳山商店街や中央地区で行い、たくさんの皆さんが参
加しました



地
区
全
域
お
よ
び
、桜
木
小
学
校（
グ
ラ
ウ

ン
ド
、体
育
館
）に
て「
平
成
26
年
度
市
総

合
防
災
訓
練
」を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、こ

の
日
は
桜
木
地
区
以
外
の
自
主
防
災
組
織

で
も
、訓
練
を
実
施
す
る
地
区
が
あ
る
の

で
、皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地
区
で
、防
災

訓
練
が
あ
っ
た
ら
、ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
か
？

今
年
も
８
月
の
広
島
県
で
の
土
砂
災
害

に
よ
る
大
規
模
災
害
な
ど
、全
国
各
地
で

台
風
や
前
線
の
影
響
に
よ
る
災
害
が
多

く
発
生
し
ま
し
た
。災
害
に
よ
る
被
害
を

減
ら
す
に
は
、日
頃
か
ら
の
備
え
が
大
切

で
す
。各
家
庭
で
定
期
的
に
防
災
対
策
の

確
認
を
し
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

家
庭
に
あ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見

て
、自
宅
や
勤
め
先
な
ど
の
危
険
箇
所

や
避
難
所
な
ど
を
も
う
一
度
確
認
し
ま

し
ょ
う
。手
元
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
無

い
場
合
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
か
、防
災
危
機
管
理
課
、ま
た
は
各

総
合
支
所
・
支
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

備
蓄
品
、非
常
持
出
品
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

飲
食
物
や
救
急
セ
ッ
ト
、懐
中
電
灯
な

ど
の
備
蓄
品
や
貴
重
品
が
、災
害
時
に
き

ち
ん
と
使
用
や
持
ち
出
し
で
き
る
よ
う
、

ど
こ
に
し
ま
っ
て
あ
る
か
、ど
う
や
っ
て
使

用
す
る
の
か
、消
費
期
限
は
過
ぎ
て
い
な

い
か
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
の
家
族
と
の
連
絡
方
法
や
避
難

場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

災
害
時
に
ど
こ
に
避
難
を
す
る
か
、ど

う
や
っ
て
連
絡
を
取
り
合
う
の
か
、家
の
中

で
安
全
な
場
所
は
ど
こ
か
な
ど
を
、家
庭

で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
災
害
に
備
え
て
、協
定
を
結

ん
で
い
ま
す

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、市

だ
け
で
全
て
の
事
象
に
対
応
す
る
こ
と
は

難
し
く
、他
組
織
と
の
連
携
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

そ
の
事
前
対
策
と
し
て
、本
市
で
は
他

の
自
治
体
や
公
共
機
関
、民
間
事
業
者
な

ど
と
、職
員
の
派
遣
や
避
難
所
の
提
供
、

物
資
や
情
報
伝
達
・
収
集
手
段
の
確
保
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
協
定
を
締
結

2014.11.13

し
、迅
速
な
災
害
対
応
を
実
施
で
き
る
体

制
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。（
平
成
26
年

10
月
現
在
、53
件
）

ま
た
、協
定
締
結
後
も
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
、定
期
的
な
緊
急
連
絡
先
の
確

認
や
市
総
合
防
災
訓
練
の
参
加
な
ど
、お

互
い
の
連
携
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

第１回目の市総合防災訓練を桜木
地区で実施することになりました。
防災訓練はイベントではなく、いざ

というときのための行動につながり
ます。大きな災害が起きたときには、
近所同士の助け合いが重要であり、
地域防災力の向上が望まれるため、
地区内で行われる防災訓練には、積
極的に参加してください。
１人でも多くの命を守るためにも、
災害に対して考えられることを備え
ていきたいと思っています。

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
の
講

習
の
様
子
。市
消
防
本
部
の
職
員
に

よ
っ
て
行
い
ま
し
た

家庭や学校・職場、外出先など、
それぞれの場所で地震から身を
守るための３つの安全行動（①ドロ
ップ…姿勢を低く、②カバー…体・
頭を守って、③ホールド・オン…揺
れが収まるまでじっとして）を約１
分間行い、日頃の防災対策を確認
するきっかけづくりにしてもらう
訓練です。
市総合防災訓練に合わせて、皆

さんも試してみませんか。

日時　11月16日（日）9時
※ 9時に、しゅうなんメール登録者
へのメール配信を行います。
● 事前の参加登録　市防災危機
管理課ホームページ（ http://
www.city.shunan.lg.jp/sect
ion/bousaikiki/index.html）
から

① ② ③

姿勢を低く！ 体や頭を守って！ 揺れが収まるまで
じっとして！

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

訓
練
の
実
施

問
合
せ
　
防
災
危
機
管
理
課
防
災

危
機
管
理
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐８

２
０
８

桜木地区自主防災協議会  事務局長

髙
たか

久
く

 道
みち

治
はる

さん



が
ん（
悪
性
新
生
物
）は
、今
や
日

本
人
の
全
死
因
の
中
の
第
１

位
で
、約
３
割
を
占
め
て
い
ま

す
。中
で
も
、が
ん
部
位
別
死
亡
数
を
見
る

と
、大
腸
が
ん
は
女
性
１
位
、男
性
３
位

（
40
・
50
代
で
は
１
位
）で
あ
り
、そ
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
平
成
24
年
人
口
動
態
統
計・厚
生
労
働
省
）

本
市
で
は
約
４
人
に
１
人
が
、が
ん

で
死
亡
し
て
い
ま
す
が
、約
７
人
に

１
人
し
か
、市
大
腸
が
ん
検
診
を
受

診
し
て
い
ま
せ
ん

（
平
成
24
年
度
保
健
事
業
年
報
・
周
南
市

人
口
動
態
、周
南
市
保
健
事
業
の
概
要
）

本
市
の
大
腸
が
ん
検
診
受
診
率
は
、平

成
24
年
度
13
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
も
の

の
、平
成
25
年
度
は
12
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
と

下
が
っ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
か
ら
25
年
度
の
間
、市
大

腸
が
ん
検
診
受
診
者
の
う
ち
、90
人
に
早

期
が
ん
が
発
見
さ
れ
、早
期
治
療
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

大
腸
が
ん
は
、早
期
の
う
ち
は
ほ
と
ん

ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。年
に
一
度

は
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
て
、体
の
状
態

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
に
知
っ
て
ほ
し
い
大
腸
が
ん

の
ポ
イ
ン
ト

● 

早
期
の
う
ち
に
治
療
す
れ
ば
、90
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
が
治
癒
し
ま
す

大
腸
が
ん
は
、早
期
で
発
見
す
れ
ば
、多
く

の
場
合
、負
担
の
少
な
い
内
視
鏡
で
の
手
術
で

治
癒
が
可
能
で
す
。し
か
し
、進
行
し
て
、が
ん

が
肺
な
ど
に
遠
隔
転
移
し
た
後
に
発
見
し
た
場

合
、生
存
率
は
大
き
く
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

● 

大
腸
が
ん
検
診
は
、自
宅
で
簡
単
に
で

き
ま
す

大
腸
が
ん
検
診
は
、便
に
潜
む
血
液
の

有
無
を
調
べ
る
検
査
で
、自
宅
で
簡
単
に

で
き
ま
す
。方
法
は
、ト
イ
レ
で
便
を
２
日

間
採
取
し
て
提
出
す
る
だ
け
で
す
。

自
分
も
安
心
！ 

家
族
も
安
心
！

受
け
よ
う
け
ん
し
ん
！0

5

10

15

20

■ 市大腸がん検診の受診率（％）

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

16.1

12.5 11.6
13.7 12.9

市
か
ら
約
１
５
０
０
円
の
助
成

が
あ
り
ま
す

40
歳
以
上
の
人
が
、市
の
大
腸

が
ん
検
診
を
受
け
た
場
合
、市
か
ら

約
１
５
０
０
円
の
助
成
が
あ
り
、自

己
負
担
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 

69
歳
以
下
の
人
が
個
別
検
診
で

大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
た
場
合

（
検
査
費
用
）２
１
６
０
円
―（
助

成
金
）１
５
６
０
円

=（
自
己
負

担
額
）６
０
０
円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

た
だ
し
、平
成
26
年
4
月
1
日

時
点
で
、節
目
年
齢
40
・
45
・
50
・

55
・
60
歳
の
男
女
は
自
己
負
担
額

が
無
料
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、70
歳
以
上
の
人
の
自
己

負
担
額
は
５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、受
診
券
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

助
成
金
額
は
、年
齢
や
検
診
方
法

（
集
団
・
個
別
）に
よ
り
異
な
り
ま

す
。ま
た
、現
金
が
支
給
さ
れ
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

発見時期による５年生存率
大腸がんの場合

早期発見
できた場合
（Ⅰ期）

99％

早期発見
できなかった場合
（Ⅳ期）

※Ⅰ期…がんが大腸壁筋層に留まっている状態
※Ⅳ期…腹膜、肝臓、肺などへの遠隔転移がある状態

出典

生存率生存率

15％
生存率生存率

がんの統計’12資料：全国がん（成人病）セ
ンター協議会加盟施設における５年生存率

受
け
て
い
ま
す
か
？

大
腸
が
ん
検
診
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特
定
健
診
は
、国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
、満
30
〜

74
歳
ま
で
の
人
を
対
象
に
し

た
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
で
す
。

平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
、１
万
１
６
８
円
の
健
診
料
が
、

自
己
負
担
額
１
０
０
０
円（
70
歳
以
上
は

５
０
０
円
）に
な
り
ま
す
。

特
定
健
診
受
診
者
の
４
人
に
１
人
が

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
ま
た
は
そ
の

予
備
群

平
成
25
年
度
の
特
定
健
診
受
診
者
７
１

３
８
人
の
う
ち
、１
７
３
７
人（
24
・
３
パ
ー

みんなで命と健康を守ろう

お
済
み
で
す
か
？

特
定
健
診

セ
ン
ト
）が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
、ま
た

は
そ
の
予
備
群
に
該
当
し
ま
し
た
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
な
る
と
、糖

尿
病
、高
血
圧
症
、高
脂
血
症
の
一
歩
手

前
の
段
階
で
も
、こ
れ
ら
が
内
臓
脂
肪
型

肥
満
を
ベ
ー
ス
に
複
数
重
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
、動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、ひ
い
て
は

心
臓
病
や
脳
卒
中
と
い
っ
た
命
に
関
わ
る

病
気
を
急
速
に
招
き
ま
す
。

食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習

慣
の
積
み
重
ね
が
、原
因
と
な
っ
て
起
こ
る

た
め
、誰
で
も
予
防
・
改
善
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

■ メタボリック症候群・
　　　　  その予備群の割合

メタボリック症候群
その予備群

受診者
7,138人

24.3％
1,737人

2014.11.15

血圧と脂質の検査値の見方…検査結果をＡ～Ｄに分けるとA以外の人は
生活改善が必要です。なかでも「Ｃ」の人は生活改善をすることで治療へ
の移行を防ぐことができます。

健診結果を確認して、
生活改善に取り組みましょう

資料：厚生労働省「標準的な健診・保健指導プログラム（平成25年）」

A B C D

異常なし 生活習慣の
改善必要

生活習慣を改善する努力を
した上で、数値が改善しな
いなら医療機関受診を

医療機関受診を（薬だ
けでなく食事・運動の
見直しも必要）

血
圧
収縮期（㎜Hg） 130未満 130以上 140以上160未満 160以上
拡張期（㎜Hg） 85未満 85以上 90以上100未満 100以上

脂
質

中性脂肪（㎎/㎗） 150未満 150以上 300以上1,000未満 1,000以上
LDLコレステ
ロール（㎎/㎗） 120未満 120以上 140以上180未満 180以上

HDLコレステ
ロール（㎎/㎗） 40以上 39以下 - -

Kさんは、体重が2.5㎏減少した
ことで、血圧・中性脂肪・LDLコレ
ステロールの結果が改善され、
治療の必要がなくなりました。

平成24年度 平成25年度 改善値
体重（㎏） 62.2 59.7 -2.5
収縮期血圧（㎜Hg） 184 158 -26
拡張期血圧（㎜Hg） 114   98 -16
中性脂肪（㎎/㎗） 171 129 -42
LDLコレステロール（㎎/㎗） 183 168 -15

運動で検査値が
改善した

Kさんを紹介！

健診結果が
Cの人は、

まず食事・運動を見
直しましょう

大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
の
問
合
せ

健
康
増
進
課
地
域
保
健
担
当
☎
０
８

３
４‐
22
‐
８
５
５
３

特
定
健
診
に
つ
い
て
の
問
合
せ

保
険
年
金
課
特
定
健
診
担
当
☎
０
８

３
４‐
22
‐
８
３
８
４

生活習
慣を

改善し
よう！
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加
し
、協
力
し
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
の
た
め
の
取
り

組
み「

子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
つ
い
て
学
び
、活
用
で
き
る
支
援
者
を

増
や
そ
う
と
、研
修
会
を
開
催
し
、周
知
・

啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。団
体

の
規
模
に
関
係
な
く
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
育
て

サ
ー
ク
ル
な
ど
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を

企
画
・
開
催
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。気
軽

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

地
域
・
個
人
で
で
き
る
こ
と

子
育
て
が
う
ま
く
い
か
な
く
て
落
ち
込

ん
だ
り
、子
ど
も
と
ど
う
関
っ
た
ら
よ
い
か

分
か
ら
ず
悩
む
こ
と
は
、誰
に
で
も
あ
る

こ
と
で
す
。周
囲
の
大
人
が
そ
の
よ
う
な

家
族
の
存
在
に
気
付
き
、気
に
掛
け
、そ
し

て
専
門
の
相
談
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
大

切
で
す
。

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

子
ど
も
が
心
身
共
に
健
や
か
に
成
長
す

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
、次
の

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

● 

衣
食
住
を
は
じ
め
、基
本
的
な
生
活
環

境
が
整
っ
て
い
る
こ
と

● 

子
ど
も
が
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
で
き
る

こ
と

● 

子
ど
も
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、大
人
か

ら
十
分
に
愛
情
を
注
が
れ
て
養
育
さ
れ

る
こ
と
で
、心
身
共
に
安
定
が
保
た
れ

て
い
る
こ
と

● 

子
ど
も
が
家
庭
以
外
の
場
で
も
、さ
ま

ざ
ま
な
人
々
と
触
れ
合
い
、つ
な
が
る
こ

と
で
、地
域
の
子
ど
も
と
し
て
育
つ
こ
と

支
援
が
必
要
な
子
ど
も
・
家
族
の
存
在

さ
ま
ざ
ま
な
背
景
に
よ
り
、暮
ら
し
が

安
定
し
な
い
、社
会
か
ら
孤
立
す
る
な
ど

の
結
果
と
し
て
起
こ
る
子
ど
も
へ
の
暴
力
・

暴
言
な
ど
、深
刻
な
状
況
が
起
き
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、誰
に
も
助
け
を
求
め

ら
れ
ず
に
困
っ
て
い
る
家
族
が
い
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
相
談
室
の
役
割

市
役
所
内
に
あ
る
、こ
ど
も
家
庭
相
談

室
は
、身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、虐
待

通
告
を
含
め
、子
ど
も
に
関
す
る
、さ
ま
ざ

ま
な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。そ
し
て
必

要
に
応
じ
て
関
係
機
関
と
協
力
し
、家
族

の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
設
置

深
刻
な
状
況
に
あ
り
、特
別
に
支
援
が

必
要
な
子
ど
も
と
、家
族
の
暮
ら
し
の
安

定
を
図
る
に
は
、一
つ
の
機
関
だ
け
で
は

な
く
、関
係
機
関
・
関
係
者
が
チ
ー
ム
と
な

っ
て
支
援
を
考
え
、進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

市
で
は「
子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」（
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
）を
設
置
し
て
い
ま
す
。こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
は
、児
童
相
談
機
関
、地
域
の

子
育
て
支
援
者
、学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所

な
ど
子
ど
も
の
活
動
拠
点
、地
域
保
健
や

医
療
機
関
、警
察
な
ど
の
専
門
機
関
が
参

子どもたちの
健やかな育ちを
地域で支える

11月は児童虐待防止推進月間です

子どもは社会の宝です。地域の大人一人ひとりが、子どもの安心
安全な暮らしを守るために何ができるのか、考えてみましょう。
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子
ど
も
は
親
の
状
況
を
敏
感
に
感
じ
取

っ
た
り
、自
分
の
困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、何
ら
か
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
周
囲
に
発
信
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。子
ど
も
た
ち
か
ら
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
た
め
に
は
、地
域
で

暮
ら
す
子
ど
も
を
常
に
気
に
掛
け
、子
ど

も
に
起
き
た
わ
ず
か
な
変
化
を
見
逃
さ
な

い
こ
と
が
大
事
で
す
。皆
さ
ん
の
周
り
で
、

気
に
な
る
子
ど
も
や
心
配
な
家
庭
を
見
か

け
た
ら
、ま
ず
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。相

談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
。

子育てにストレスを感じたとき、「育
児って大変」「どうしたらいいの」と悩
んだとき、イライラしたり迷ったり困っ
たりしたときは、誰かに話すことで、少
し落ち着くことがあるかもしれませ
ん。ストレスは、①ストレスの原因を知
り、減らすこと②ストレスに対し、自身
がどのように対応するかを考えること
で、小さくしたり、うまく付き合うこと
ができます。
元気こども総合相談センターでは、
子ども、大人、地域の人など、誰からで
も、子ども・子育てに関するさまざま

な相談に応じます。また、子どもとどう
関わればよいのか具体的な方法を一
緒に考え、親力アップをめざします。
秘密は必ず守ります。面接相談も行

っていますので、まずは電話をしてく
ださい。
問 合せ　元気こども総合相談センタ
ー☎０８３４-31-２４００
（平日８時30分 ～
17時15分（土・日曜
日・祝日・年末年始
の12月29日 ～1月
3日を除く））

子育て中のお父さん、お母さん
子育てについて
一緒に考えてみませんか？

▲ 公共交通機関で配布しています。
また、市内の小・中・高校生には、
学校を通じて配布しています。
　 子ども自身からの相談も受けてい
ます

▲ 元気こども相談センターのポスター。市内の各所に
設置しています

問
合
せ
　
こ
ど
も
家
庭
相
談
室（
こ
ど

も
家
庭
課
内
）☎
０
８
３
４‐22‐８
４

５
２
（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
の
12

月
29
日
〜
1
月
3
日
を
除
く
））

※ 

休
日
・
夜
間
な
ど
緊
急
の
場
合
は
、

周
南
児
童
相
談
所
☎
０
８
３
４‐

21‐０
５
５
４

●最近急に元気がなくなった

● 長時間子どもの泣き声が聞こえる

● 理由のよく分からないケガが続く

● 夜間などの不自然な時間に子どもだけで外にいる

● 子どもが、家で暴力があることを話しているのを聞いた

● 朝食を食べずに登校・登園している

● 急に子どもの姿を見かけなくなった

子どもか
らの

る

子どもか
らの

子どもか
らの



市
長

随
想

みんなのひろば

「
検
定
を
き
っ
か
け
に
、本
市

の
文
化
財
や
歴
史
、先
人

の
功
績
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
、市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、周
南
市
歴

史
博
士
検
定
実
行
委
員
会
の
原
田

明
さ
ん
で
す
。

　
こ
の
検
定
は
、本
市
の
文
化
財
や

歴
史
の
学
習
を
通
じ
て
、理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、平
成
21

年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。本
市
を
愛

す
る
人
な
ら
誰
で
も
受
検
で
き
、今

年
は
12
月
7
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま

す
。検
定
に
は
修
士
、博
士
と
、子
ど

も
歴
史
博
士
の
部
が
あ
り
、昨
年
ま

で
に
９
８
０
人
が
受
検
し
て
い
ま
す
。

　
検
定
の
問
題
は
、主
に
、周
南
市

文
化
財
マ
ッ
プ
か
ら
出
題
さ
れ
ま

す
。こ
れ
は
、市
の
文
化
財
を
、地
域

ご
と
に
地
図
と
写
真
で
紹
介
し
た
も

の
で
す
。原
田
さ
ん
は「
マ
ッ
プ
を
読

む
だ
け
で
も
楽
し
め
ま
す
が
、実
際

に
マ
ッ
プ
を
手
に
し
て
、文
化
財
を
訪

ね
て
歩
く
と
理
解
が
深
ま
り
、各
地

域
に
住
む
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う
き
っ

か
け
に
も
な
り
ま
す
。2
市
2
町
が

合
併
し
て
い
る
本
市
に
と
っ
て
、他

地
域
を
理
解
し
、融
合
し
て
い
く
こ

と
は
、と
て
も
大
切
な
こ
と
で
、そ
の

一
助
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
」と
話

し
ま
す
。

　
今
年
は
、歴
史
だ
け
で
な
く
、産
業

に
関
す
る
問
題
も
出
題
さ
れ
ま
す
。

「
大
切
な
の
は
、合
否
で
は
な
く
、本

市
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。今

後
は
、合
格
し
た
人
が
、身
に
付
け
た

こ
と
を
生
か
せ
る
機
会
を
、よ
り
多

く
設
け
た
い
で
す
」と
原
田
さ
ん
は
話

し
、活
気
の
あ
る
街
を
め
ざ
し
ま
す
。

検定の合格者には、授与式で、一人ひとりに認
定証が贈られます

文化財や歴史を学び
よりよい街づくりを

市
内
各
地
で「
芋
掘
り
遠
足
」が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

リ
ュ
ッ
ク
に
た
く
さ
ん
の
サ
ツ
マ

イ
モ
を
背
負
っ
て
、は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら

バ
ス
か
ら
降
り
て
く
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
を
見
る
と
、こ
ち
ら
ま
で
う
れ

し
く
な
り
ま
す
。

み
ん
な
家
に
帰
っ
て
、ど
ん
な
料

理
を
作
っ
て
も
ら
う
の
で
し
ょ
う
か
。

ち
な
み
に
私
の
好
き
な
芋
料
理

は
、や
は
り
天
ぷ
ら
で
す
。

小
さ
い
こ
ろ
、母
が
作
っ
て
く
れ

た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
天
ぷ
ら
の
味
が
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
わ
ー
い
、今
日
は
天
ぷ
ら
だ
」と
、

三
人
兄
妹
が
次
々
と
台
所
に
や
っ
て

来
て
、揚
げ
る
は
し
か
ら
、ね
だ
り

ま
す
。油
で
手
が
汚
れ
な
い
よ
う
、

松
下
百
貨
店
の
包
装
紙
に
く
る
ん

で
食
べ
る
の
が
我
が
家
流
で
し
た
。

「
お
い
し
い
ね
、お
い
し
い
ね
」と
、

熱
々
を
何
枚
も
食
べ
て
い
る
う
ち
、

夕
飯
前
に
お
な
か
が
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
焼
き
芋
も
大
好
き
で

す
。落
ち
葉
の
掃
除
を
し
た
後
、み

ん
な
で
た
き
火
を
囲
ん
で
、お
し
ゃ

べ
り
し
な
が
ら
頬
張
っ
た
焼
き
芋
の

お
い
し
か
っ
た
こ
と
。心
ま
で
暖
か

く
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、サ
ツ
マ
イ
モ
と
い
え

ば
…
。

徳
山
動
物
園
に
９
月
に
新
た
に

仲
間
入
り
し
た
２
頭
の
カ
ピ
バ
ラ
。

の
ん
び
り
し
た
雰
囲
気
に「
癒
さ
れ

る
」と
早
く
も
人
気
で
す
。

鹿
児
島
市
の
平
川
動
物
公
園
か

ら
や
っ
て
来
た
こ
の
カ
ピ
バ
ラ
は
、

オ
ス
は
サ
ツ
マ
、メ
ス
は
マ
イ
モ
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
か
な
か
し
ゃ
れ
た
名
前
で
か
わ

い
い
で
す
よ
ね
。サ
ツ
マ
イ
モ
も
大

好
き
な
ん
だ
と
か
。

ぜ
ひ
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

サ
ツ
マ
イ
モ
と
い
え
ば

周
南
市
長  

木
村
健
一
郎
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原
はら

田
だ

 明
あきら

さん

周南市歴史博士検定実行委員会
委員長



　

徳山動物園のマスコットキャラクター、しゅうぞうが周南
警察署の一日警察署長に任命されました。防犯や安全に対
する呼び掛けを行い、人気者のしゅうぞうの周りは、あっと
いう間に子どもたちの笑顔であふれました。ステージでは
県警音楽隊の演奏や、園児による合唱などもあり、園内が
一層盛り上がった秋の１日となりました。

PHOTOdeShunan
ふぉとde周南

市 民 の 皆 さ ん の 活 動 に 大 接 近！

動物園のキャラクターが一日警察署長に！

「歩いて楽しいまち」をめざして、中心市街地にある
銀座通りを、市民の憩いの場にする社会実験が行わ
れました。通りには、緑があふれるウッドデッキが設置
され、ステージイベントや、商店街の店舗を巡るスタ
ンプラリーも実施。訪れた皆さんは、買い物を
したり、デッキでくつろぐなどして、思
い思いの時間を過ごしました。

にぎわう未来のまちを思い描いて

まちと森と水の交流会が今年も行われ、市内の企業で働
く人と、その家族が参加し、森の低木を伐採しました。木を
適切な本数に減らすことにより、残した木の成長が促進さ
れ、山崩れを防ぐ力や、おいしい水を蓄える力などが回復し
ます。皆さんは、参加者同士で交流しながら、真剣に作業に
挑戦。その後、ピザ作り体験などのイベントも楽しみました。

健全な森林と、おいしい水を守ろう

まちと森と水の交流
会

場所：須々万ふれあい
の森10

11

こども議会
場所：市議会本会議

場
 10

4

にぎわう未来のまちを思い描

銀座通り歩行者優先道路化社会
実験

場所：銀座通り周辺
9 10

28～ 5

市議会本会議場で、小学６年生による「こども議会」が開
かれました。事前講習会を経て、一日議員となった児童た
ちは、子どもらしい目線と自由な発想で、まちづくりの夢や
希望を、執行部に提案しました。動物園や公園などに関す
る児童たちの鋭い提言に、「早急に検討したい」「予算的に
難しい」など、本会議さながらのやりとりを見せました。

安全・安心フェスタ 
in 周南

場所：徳山動物園
10

12

子どもたちの「まち」への夢や希望を提案
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平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
、全
て
の
住

宅
に
、住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火
災
に
よ
り

発
生
す
る
煙
や
熱
を
感
知
し
、音
や
音
声

に
よ
り
警
報
を
発
し
て
火
災
の
発
生
を
知

ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
適
切
に
機
能

す
る
た
め
に
は
維
持
管
理
が
重
要
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う
に
、日
頃
か

ら
手
入
れ
な
ど
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
汚
れ
て

い
た
ら

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
、ほ
こ
り
な
ど
が

付
く
と
、火
災
を
感
知
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
少
な
く
と
も
、1
年
に
1
回
は
乾
い
た

布
で
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

◆
定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
か
ら
下
が
っ

て
い
る
引
き
ひ
も
を
引
く
、あ
る
い
は
ボ
タ

ン
を
押
す
な
ど
に
よ
り
、作
動
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。な
お
、メ
ー
カ
ー
や
機
種
に
よ

っ
て
確
認
方
法
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、取
扱
説
明
書
を
確
認
し
て
か
ら

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
電
池
交
換
を
忘
れ
ず
に

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、電
池
が
切
れ

そ
う
に
な
っ
た
時
は
、音
や
光
で
知
ら
せ
て

く
れ
る
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。忘
れ
ず
、

電
池
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。交
換
後
は

必
ず
作
動
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

電
池
寿
命
は
メ
ー
カ
ー
、機
種
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
取
扱
説
明
書

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
も
、セ
ン
サ

ー
な
ど
の
寿
命
に

よ
り
交
換
が
必

要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◇
火
災
予
防
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

日
時
　
11
月
９
日（
日
）10
時
〜
12
時

場
所
　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
周
南

内
容
　
消
防
車
両
展
示
、訓
練
用
水
消
火
器

に
よ
る
的
当
て
ゲ
ー
ム
、煙
体
験
ハ
ウ
ス
な
ど

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
…

住
宅
用
火
災
警
報
器

これから冬にかけては、空気が乾燥し火災が発生しやすい季節です。
11月９日（日）～15日（土）の１週間は、秋季火災予防運動が全国一斉に行われ
ます。この機会に、防火の知識を身に付け、家庭での備えを十分にしましょう。

平成２6年度全国統一防火標語

「もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ」

全国火災
予防運動

秋季
　119番の日は、市民の皆さんと消防を
結ぶダイヤルナンバー119にちなんで、
昭和62年から全国一斉に始まりました。
　これは、消防の仕事や、119番につ
いての正しい知識と理解を深めても
らい、防火防災意識の高揚を図ってい
くことを目的に広報を行うものです。

ＰＡ出動（救急応援出動）について

　高層建物、安全管理の必要な交通
事故現場、意識・呼吸のない傷病者
など、救急隊だけでは搬送が困難と
予想される場合に消防車も出動さ
せ、救急活動を迅速かつ安全に行い、
救命率の向上や搬送先病院までの時
間短縮をめざしています。皆さんの
理解と協力をよろしくお願いします。
※ ＰＡとはポンプ車（Pumper）のＰと救
急車（Ambulance）のＡの双方の頭
文字をくっつけたものです。

問  合せ
消防本部警防課指令室
☎0834-22-8765

11月9日（日）は
119番の日です

問
合
せ
　
消
防
本
部
予
防
課
☎
０
８

３
４‐22‐８
７
７
３

消
火
栓
使
用
時
の
水
の
濁
り

　
火
災
時
な
ど
消
火
栓
を
使
用
す
る

と
、水
道
水
が
濁
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
し
ば
ら
く
水
を
出
す
と
き
れ
い
に

な
り
ま
す
が
、い
つ
ま
で
た
っ
て
も
濁

り
が
取
れ
な
い
な
ど
の
場
合
に
は
、連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
▼
火
災
時
…
警
防
課
指
令
室

☎
０
８
３
４‐22‐８
７
６
５
▼
そ
の
他
…

水
道
工
務
課
☎
０
８
３
４‐22‐８
６
１
０

消
防
団
に
入
り
ま
せ
ん
か

　
火
災
や
災
害
発
生
時
に
地
域
防
災

の
要
と
し
て
、市
内
で
は
18
の
消
防
団

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
市
の

安
心
・
安
全
の
た
め
、消
防
団
に
入
団

し
、地
域
に
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
　
消
防
総
務
課
☎
０
８
３
４‐

22‐８
７
５
５

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
へ
鼓
笛
隊
セ

ッ
ト
を
交
付

　
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
、宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
に
よ
る
助
成
を

受
け
、明
照
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
、鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
し
た
。

今
後
は
地
域
に
対
す
る
防
火
防
災
意
識

の
普
及
啓
発
活
動
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
　
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
予
防
課
☎
０
８
３
３‐74‐５
６
０
２
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高
齢
者
の
サ
ロ
ン
や
御
用
聞
き
、買
い

物
や
通
院
の
送
迎
な
ど
の「
も
や
い
便
」を

運
行
し
、高
齢
者
の
安
心
な
暮
ら
し
を
守

る
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、今
後

は
体
験
活
動
の
受
け
入
れ
や
移
住
相
談
、

地
域
産
品
の
販
売
な
ど
、地
域
の
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　　
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
施
設
に
す
る
こ

と
、地
域
の
活
動
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
、現
在
、地
域
自
ら
が
管
理
・
運
営
を

す
る
た
め
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大 道 理

　
地
域
の
集
い
や
活
動
の
場
、講
座
の
開

催
な
ど
公
民
館
の
機
能
に
加
え
て
、収
益

を
生
み
出
す
活
動
に
も
活
用
で
き
る
大
道

理
地
区
の
活
動
拠
点
施
設
で
す
。

　
施
設
の
一
角
に
は
、向
道
支
所
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

施
設
の
名
称

　
大
道
理
地
区
の
中
で
公
募
に
よ
り
決
定

し
ま
し
た
。

　
校
庭
の
片
隅
に
立
つ
、ム
ク
ロ
ジ
の
木

が
印
象
的
で
あ
る
こ
と
、夢（
ム
）を
求（
ク
）

め
て
活
動
す
る
施
設
に
し
た
い
と
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
道
理
夢
求
の
里
交
流
館
と
は

施
設
を
活
用
し
た
地
域
の
取
り
組
み

施
設
の
管
理
・
運
営

開館を祝して
伝統芸能「手踊り」の披露

施設概要
●供用開始日／10月6日（月）
●所在地／大字大道理１３３２
●床面積／７８８．５６㎡　１階…３９７．１７㎡、２階…３９１．３９㎡
●開館時間／8時30分～22時
●休館日／年末年始（12月29日～1月3日）
●問合せ／☎0834-88-1830

主な施設機能
事務室(一部が向道支所）
会議室（1室）、大会議室（1室）、調理室（1室）
トイレ（男女各1室）、多目的トイレ、シャワー室（男女各1室）
研修交流室（3室）※うち和室（1室）
図書談話コーナー
トイレ（男女各1室）

１ 

階

２ 

階

夢む

求く

の
里
交
流
館
が

オ
ー
プ
ン

人
口
減
少
や
少
子
化
に
伴
い
、平
成
23
年
度
よ
り

休
校
と
な
っ
て
い
た
大
道
理
小
学
校
が
、こ
の
た
び

地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

開館に合わせて実証運行を開始した自
宅と須々万地区やバス停、移動販売をつ
なぐ生活交通「もやい便」

問合せ 中山間地域振興課中山間地域振興担当
☎0834-34-3572

2014.11.111

315315

315315

376376

3

瀬戸兼

3

大道里
夢求の里
交流館
（旧大道理小学校）

▼自分の家のように気軽に使ってもらえる施設にした
い▼地域外の皆さんにも利用してもらえる施設にした
い▼この施設を拠点に高齢者の安心につながる活動
を進めたい▼地域がどのように活用できるか、今から
が勝負　など、これからの地域活動に意気込みを感じ
る力強い声が上がっています。

地域の皆さんの声



お
知
ら
せ

11
月
11
日（
火
）〜
17
日（
月
）は

同
和
問
題
啓
発
週
間

同
和
問
題
は
、基
本
的
人
権
に
関

わ
る
課
題
の
一
つ
で
す
。同
和
問
題
啓

発
週
間
を
機
会
に
、基
本
的
人
権
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
　
人
権
推
進
課
人
権
推
進

担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
４
５
６

環
境
監
視
結
果
の
縦
覧

徳
山
下
松
港
新
南
陽
地
区（
Ｎ‐

７
）埋
立
事
業
に
係
る
、平
成
25
年

度
環
境
監
視
結
果
の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。

縦
覧
期
間
　
11
月
５
日（
水
）〜
12
月

４
日（
木
）８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
土・日
曜
日
、祝・休
日
を
除
き
ま
す
。

縦
覧
場
所
　
河
川
港
湾
課
、県
周
南

港
湾
管
理
事
務
所

問
合
せ
　
河
川
港
湾
課
港
湾
・
雨
水

計
画
担
当
☎
０
８
３
４‐
61
‐
４
４
２

０
、県
周
南
港
湾
管
理
事
務
所
☎
０

８
３
４‐
21
‐
１
７
８
７

税
を
考
え
る
週
間
の
催
し

期
間
　
11
月
８
日（
土
）〜
17
日（
月
）

場
所
　
ザ
・
モ
ー
ル
周
南（
下
松
市
）

内
容
　
中
・
高
校
生
の
税
に
関
す
る

作
文
や
習
字
の
展
示

問
合
せ
　
課
税
課
市
民
税
担
当
☎

０
８
３
４‐22‐８
２
７
３
、徳
山
税
務

署
☎
０
８
３
４‐21‐１
０
１
０

ナ
ベ
ヅ
ル
保
護
の
た
め
の
交
通

規
制ナ

ベ
ヅ
ル
の
渡
来
期
間
中（
初
渡

来
日
〜
3
月
下
旬
）は
、ツ
ル
の
縄
張

り
な
ど
の
生
息
状
況
に
応
じ
て
、八

代
地
区
内
の
市
道
と
農
道
の
交
通

規
制
を
行
い
ま
す
。

場
所
　
八
代
地
区

全
域

問
合
せ
　
鶴
い
こ
い
の
里
交
流
セ
ン

タ
ー
☎
０
８
３
３‐92‐０
０
０
３

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説

明
会

徳
山
・
新
南
陽
・
鹿
野
地
域
対
象

日
時
　
11
月
17
日（
月
）10
時
30
分

〜
12
時
、13
時
30
分
〜
15
時

場
所
　
文
化
会
館

熊
毛
地
域
対
象

日
時
　
12
月
１
日（
月
）10
時
30
分

〜
12
時

場
所
　
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ（
下

松
市
）

い
ず
れ
も

問
合
せ
　
課
税
課
市
民
税
担
当
☎

０
８
３
４‐22‐８
２
７
３
、徳
山
税
務

署
☎
０
８
３
４‐21‐１
０
１
０

新
し
い
町
界
町
名
案
を
告
示

住
居
表
示
を
実
施
す
る
た
め
、新

し
い
町
界
と
町
名
の
案
を
、市
役
所

本
庁
舎
・
各
総
合
支
所
・
各
支
所
の

掲
示
板
に
告
示
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
今
宿
地
区

の
一
部

▼
大
字
徳
山
・
上
村
の
一
部
↓
蓮
ヶ

浴
１・２
丁
目
、東
北
山
１・２
丁
目
、

北
山
１・２
丁
目
、御
山
町
、浦
山
１・

２
丁
目

町
界
町
名
案
に
対
す
る
変
更
請
求

期
間
　
11
月
13
日（
木
）ま
で

問
合
せ
　
市
民
課
庶
務
担
当
☎
０

８
３
４‐
22
‐
８
２
９
１

中
小
企
業
冬
期
季
節
資
金

　
市
内
中
小
企
業
者
の
円
滑
な
資

金
繰
り
を
図
る
た
め
に
、冬
期
季
節

資
金
の
融
資
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
11
月
４
日（
火
）〜
平
成

27
年
1
月
30
日（
金
）

融
資
額
　
1
企
業
１
５
０
０
万
円
ま
で

融
資
期
間
　
６
か
月

利
率
　
年
２
・
０
パ
ー
セ
ン
ト

申
込
先
　
山
口
銀
行
、西
京
銀
行
、

広
島
銀
行
、も
み
じ
銀
行
、東
山
口

信
用
金
庫
、商
工
中
金

問
合
せ
　
商
工
振
興
課
商
工
労
働

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
７
３

県
地
価
調
査
に
係
る
図
書
の
閲
覧

　
７
月
１
日
時
点
の
基
準
地
に
お
け

る
、単
位
面
積
当
た
り
の
価
格
を
閲

覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
市
民

さ
ろ
ん
、財
務
課
、各
総
合
支
所
地
域

政
策
課
、各
支
所
、各
市
立
図
書
館

問
合
せ
　
財
務
課
財
産
管
理
担
当

☎
０
８
３
４‐22‐８
２
８
１

回
天
記
念
館
無
料
開
館

日
時
　
11
月
９
日（
日
）８
時
30
分
〜

16
時
30
分

場
所
　
回
天
記
念
館

問
合
せ
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化

担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
６
２
２

お
知
ら
せ

市
美
術
展
の
公
開
審
査
が
10

月
５
日（
日
）に
行
わ
れ
、出
品

総
数
２
７
８
点
の
中
か
ら
、次

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

大
賞

○ 

平
面
の
部
…「
ぐ
る
ぐ
る
・
め

め
め
！
」渡
邉
俊
行
さ
ん

準
大
賞

○ 

平
面
の
部
…「
子
供
の
惑
星
」

𠮷
田
京
子
さ
ん

○ 

立
体
の
部
…「
黒
か
い
ら
ぎ

線
文
ボ
ウ
ル
」國
澤 

啓
さ
ん

○ 

書
の
部
…「
瀬
を
は
や
み
…
」

関
口
正
美
さ
ん

○ 

写
真
の
部
…「
親
子
」原
田
睦

子
さ
ん

※ 

展
覧
会
は
10
月
２６
日（
日
）で

終
了
し
ま
し
た
。

問
合
せ
　
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
文
化
担
当
☎
０
８

３
４‐22‐８
６
２
２

市
美
術
展
２
０
１
４

大
賞
と
準
大
賞
作
品

大賞
「ぐるぐる・めめめ！」

情　報
ひろば
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て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
保
険
年
金
課
徴
収
担
当

☎
０
８
３
４‐
22‐８
３
１
３

競
争
入
札
参
加
資
格
者
の
中

間
年
に
お
け
る
書
類
提
出（
業

務
委
託
・
物
品
調
達
な
ど
）

業
務
委
託
ま
た
は
物
品
調
達
な

ど
の
名
簿
に
登
載
が
あ
る
市
内
・
準

市
内
業
者
は
、国
税
や
市
税
の
滞
納

が
な
い
こ
と
の
証
明
書
の
提
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

※ 
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
契
約
監
理
課
で
配
布
す
る

要
領
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
　
12
月
1
日（
月
）ま
で（
消

印
有
効
）に
、証
明
書
を
、郵
送
で
、

〒
７
４
５‐
８
６
５
５
岐
山
通
１‐
１

契
約
監
理
課
物
品
業
務
委
託
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
２
３
４

ワ
ン
ワ
ン
銀
行

生
後
３
週
間
か
ら
３
か
月
ま
で

の
、子
犬
の
譲
渡
会
で
す
。

日
時
　
11
月
16
日（
日
）９
時
〜
10
時

（
小
雨
決
行
、悪
天
候
の
場
合
は
、23

日（
祝
）に
延
期
）

※ 

犬
の
譲
渡
が
終
わ
ら
な
い
場
合

は
、12
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

場
所
　
大
迫
田
墓
地
前

問
合
せ
　
環
境
政
策
課
生
活
衛
生
・
簡

易
水
道
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐８
３
２
２

医
療
費
や
保
険
料
の
還
付
金

詐
欺
に
注
意

　
市
か
ら
の
医
療
費
や
保
険
料
の
還

付
の
手
続
き
は
、事
前
の
申
請
や
通

知
が
あ
り
、必
ず
書
類
で
行
い
ま
す
。

突
然
、電
話
を
か
け
て
お
金
を
返
す
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
Ａ
Ｔ

Ｍ（
現
金
自
動
支
払
機
）操
作
を
お
願

い
す
る
こ
と
も
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

詐
欺
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た
ら

▼
真
偽
を
確
か
め
る
よ
う
落
ち
着
い

た
行
動
を
取
る
▼
安
易
に
携
帯
番
号

や
口
座
番
号
を
教
え
な
い

　
お
か
し
い
、変
だ
な
と
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
保
険
年
金
課
や
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
、警
察
署
な
ど
に
相
談
し

相
談

行
政
相
談

国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
要
望
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

で
開
催

日
時
　
11
月
10
日（
月
）９
時
〜
12
時

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
で
開
催

日
時
　
11
月
11
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

日
時
　
11
月
20
日（
木
）10
時
〜
12

時
、13
時
〜
15
時

い
ず
れ
も

問
合
せ
　
生
活
安
全
課
市
民
相
談

セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
４‐
22‐８
３
２
０

人
権
擁
護
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

で
開
催

日
時
　
11
月
10
日（
月
）９
時
〜
12
時

問
合
せ
　
鹿
野
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
４‐
68
‐
２
３
３
１

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
で
開
催

日
時
　
11
月
11
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

問
合
せ
　
熊
毛
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
３‐
92‐０
０
０
８

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

日
時
　
11
月
20
日（
木
）９
時
〜
12
時

問
合
せ
　
新
南
陽
総
合
支
所
地
域

政
策
課
☎
０
８
３
４‐
61
‐
４
２
１
６

鶴
い
こ
い
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー

で

開
催

日
時
　
11
月
25
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

問
合
せ
　
熊
毛
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
３‐
92‐０
０
０
８

住
宅
無
料
相
談
会

建
物
の
新
築
や
増
改
築
、耐
震
化

な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
11
月
８
日（
土
）、22
日（
土
）

13
時
〜
16
時

場
所
　
市
民
館

問
合
せ
　
住
宅
課
住
宅
企
画
担
当

☎
０
８
３
４‐22‐８
３
３
４
、県
建
築

士
会
徳
山
支
部
☎
０
８
３
４‐
28‐５

２
２
６

保
健

献
血
の
日
程

日
時
と
場
所
　
▼
11
月
４
日（
火
）９

時
〜
12
時
30
分
…
中
国
電
力
周
南

営
業
所

▼
18
日（
火
）９
時
〜
11
時

30
分
…
市
上
下
水
道
局

▼
19
日

（
水
）▽
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
…
山

口
銀
行
徳
山
支
店
▽
13
時
30
分
〜

16
時
…
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

▼
23
日（
祝
）９
時
〜
14
時
30
分
…

南
陽
工
業
高
等
学
校

※
全
て
４
０
０
㎖
限
定
で
す
。

お知らせ

■農地の貸し借りは、利用権設定を
農地の貸し借りには、地主と借主の双方で、利用権

を設定できます。また、再設定により、継続もできます。
※市街化区域内の農地は、対象外です。
地 主の利点　貸した農地は、期限が来れば、離作料を
支払わなくても戻る
借 り主の利点　経営規模の拡大が図られる
申 込み　12月26日（金）までに、地元の農業委員
■ 農地の転用には許可や届け出が必要
農地の転用とは、農地に住宅や作業場を建てたり、
倉庫や駐車場などの用地として農地を利用したりする
ことです。
農地は農業生産にとって、かけがえのない資源で

す。このため、法律で一定の規制があり、転用には許可
や届け出が必要です。
農地を転用する計画がある人は、事前に地元の農業
委員、または農業委員会事務局に相談してください。
また、農地を相続した人も届け出が必要です。
■ とても有利な農業者年金
国民年金の第１号被保険者（60歳未満）で、年間60

日以上農業に従事していれば、農業者年金の加入資
格があります。
農業者年金は、積立方式の終身年金、80歳までの
保証付き、支払った保険料の全額が控除の対象と大変
有利な年金です。詳しくは、農業委員会事務局へ問い
合わせてください。
問 合せ　農業委員会事務局☎0834-22-8574

農地の貸し借りと転用
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問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
福
祉
調

整
・
高
齢
者
支
援
担
当
☎
０
８
３
４‐

22‐８
４
６
５

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

の
予
防
接
種
を
行
う
医
療
機

関
の
追
加

市
広
報
10
月
1
日
号
で
お
知
ら
せ

し
た
、予
防
接
種
を
行
う
医
療
機
関

が
次
の
と
お
り
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

予
約
な
ど
の
詳
細
は
、直
接
医
療

機
関
に
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関
　
▼
岸
整
形
外
科

☎
０
８
３
４‐
62‐２
６
３
２
▼
新

南
陽
市
民
病
院
☎
０
８
３
４‐
61‐２

５
０
０

問
合
せ
　
健
康
増
進
課
企
画
調
整
担

当
☎
０
８
３
４‐22‐８
５
５
２
、新
南
陽

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
４‐61‐３
０

９
１
、熊
毛
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

☎
０
８
３
３‐92‐０
０
１
３
、コ
ア
プ
ラ

ザ
か
の

☎
０
８
３
４‐68‐２
３
０
２

講
座・講
演

助
成
金
獲
得
講
座（
ふ
る
さ
と

振
興
財
団
編
）

　
市
ふ
る
さ
と
振
興
財
団
の「
27
年

度
し
ゅ
う
な
ん
元
気
活
動
支
援
事

業
助
成
金
」に
つ
い
て
、説
明
お
よ
び

申
請
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

し
ま
す
。

対
象
　
市
内
で
活
動
す
る
市
民
活

動
グ
ル
ー
プ

日
時
　
12
月
６
日（
土
）10
時
〜
12
時

場
所
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員
　
30
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
11
月
６
日（
木
）〜
12
月
４

日（
木
）に
、氏
名
・
電
話
番
号
・
所
属

グ
ル
ー
プ
名
を
、電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
、市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
８
３
４‐
33
‐
７
７
０
０
・

０
８
３
４‐
31
‐
３
７
１
１
・

shi
encent@

city.shunan.lg.jp

人
権
講
演
会

私
の
歩
ん
だ
道
〜
見
え
な
い
か
ら
見

え
た
も
の
〜

日
時
　
11
月
９
日（
日
）10
時
〜
11

時
30
分

場
所
　
福
川
中
学
校

講
師
　
竹
内
昌
彦
さ
ん（
盲
学
校
講
師
）

お
互
い
が
美
し
く
響
き
合
う
た
め
に

日
時
　
11
月
11
日（
火
）13
時
45
分

〜
15
時
15
分

場
所
　
富
田
中
学
校

講
師
　
山
縣
明
人
さ
ん（
大
学
教
授
）

そ
こ
に
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

日
時
　
11
月
12
日（
水
）10
時
30
分

〜
12
時

場
所
　
福
川
小
学
校

講
師
　
内
田
美
智
子
さ
ん（
助
産
師
）

梅
原
司
平
の
ト
ー
ク
&
ラ
イ
ブ

日
時
　
11
月
19
日（
水
）14
時
15
分

〜
16
時

場
所
　
住
吉
中
学
校

内
容
　
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

梅
原
司
平
さ
ん
に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏

と
語
り

ト
ー
ク
&
ラ
イ
ブ
〜
白
井
崇
陽
の

生
き
方
〜

日
時
　
11
月
19
日（
水
）14
時
30
分

〜
16
時

場
所
　
岐
山
小
学
校

内
容
　
視
覚
障
害
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
白
井
崇
陽
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
と

コ
ン
サ
ー
ト

い
ず
れ
も

参
加
料
　
無
料

持
参
物
　
室
内
履
き

問
合
せ
　
人
権
推
進
課
人
権
推
進

担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
４
５
６

足
腰
ら
く
ら
く
教
室

対
象
　
65
歳
以
上
の
人

※ 

医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示
の

あ
る
人
や
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
を
除
き
ま
す
。

期
日
　
12
月
１
日
〜
平
成
27
年
２

月
23
日
の
毎
週
月
曜
日（
12
月
29
日

を
除
く
、全
12
回
）

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所
　
徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
足
腰
の
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

定
員
　
20
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料
　
無
料

持
参
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、運
動

靴（
外
履
き
）、飲
み
物
、タ
オ
ル

申
込
み
　
11
月
５
日（
水
）か
ら
、高

齢
者
支
援
課
介
護
予
防
担
当
☎
０

８
３
４‐
22‐
８
４
６
２

上
級
救
命
講
習

日
時
　
11
月
30
日（
日
）9
時
〜
18
時

（
受
付
8
時
30
分
〜
）

場
所
　
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

（
光
市
）

内
容
　
成
人
・
小
児
・
乳
児
の
心
肺

蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
・
応
急
手

当
な
ど

定
員
　
20
人
程
度

受
講
料
　
無
料

持
参
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、昼
食

申
込
み
　
申
込
書
を
、フ
ァ
ク
ス
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、光
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
☎
０
８
３
３‐
74
‐
５
６
０

３
・
０
８
３
３‐
74
‐
５
６
１
１
・

http://119.city.hikari.lg.jp/
info/kyuukyuu.htm

お
知
ら
せ

7
月
1
日
か
ら
8
月
15
日
ま

で
、（
仮
称
）学
び
・
交
流
プ
ラ
ザ

の
名
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

１
０
０
５
作
品（
市
内
８
９
２

件
、市
外
１
１
３
件
）の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。選
考
の
結
果「
周

南
市
学
び
・
交
流
プ
ラ
ザ
」が
最

優
秀
賞
と
な
り
、施
設
名
称
の

候
補
名
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

正
式
決
定
は
12
月
議
会
議
決

後
と
な
り
ま
す
。

最
優
秀
賞
　「
周
南
市
学
び
・
交

流
プ
ラ
ザ
」赤
羽
和
親
さ
ん（
神

奈
川
県
川
崎
市
）…
命
名
理
由

は
、「（
仮
称
）学
び
・
交
流
プ
ラ

ザ
」で
親
し
ま
れ
て
お
り
、周
南

市
の
学
び
と
交
流
、人
と
ま
ち

の
交
流
拠
点
と
な
る
よ
う
に
願

い
、こ
の
名
前
を
考
え
ま
し
た
。

そ
の
他
の
受
賞
　
▼
優
秀
賞
…

小
寺
光
雄
さ
ん（
愛
知
県
名
古

屋
市
）、兼
重
我
進
さ
ん（
菊
川

小
学
校

）▼
審
査
員
特
別
賞

…
山
近
颯
人
さ
ん（
菊
川
中
学

校

）

問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
６

２
１

（
仮
称
）学
び
・
交
流
プ
ラ
ザ
の
名
称
候
補
名
決
定
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募
集

自
衛
官
な
ど
の
採
用
試
験

高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

対
象
　
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
人

受
付
期
間
　
12
月
5
日（
金
）ま
で

試
験
日
　
平
成
27
年
１
月
10
日（
土
）

〜
12
日（
祝
）の
指
定
す
る
１
日

高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

対
象
　
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
人

受
付
期
間
　
平
成
27
年
１
月
9
日

（
金
）ま
で

試
験
日
　
▼
１
次
試
験
…
平
成
27
年

１
月
24
日（
土
）▼
２
次
試
験
…
2
月
5

日（
木
）〜
8
日（
日
）の
指
定
す
る
１
日

申
込
み
　
自
衛
隊
周
南
地
域
事
務

所

☎
０
８
３
４‐
31
‐
７
０
９
７

こ
ど
も
っ
ち
ゃ
！
商
店
街

こ
ど
も
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

対
象
　
小
学
３
〜
６
年
生

日
時
　
11
月
23
日（
祝
）10
時
〜
14
時

場
所
　
徳
山
商
店
街

内
容
　
こ
ど
も
っ
ち
ゃ
！
商
店
街
で

行
う
、小
学
生
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

※ 

食
べ
物
、生
き
物
、危
険
物
、高
額

品
、カ
ー
ド
類
、大
人
の
服
は
、販

売
で
き
ま
せ
ん
。値
段
は
５
０
０

円
以
下
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

原
則
と
し
て
、保
護
者
の
販
売
の

手
伝
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

区
画
　
１
・
５
メ
ー
ト
ル
四
方

定
員
　
10
店（
受
け
付
け
順
）

出
店
料
　
５
０
０
円

申
込
み
　
11
月
14
日（
金
）ま
で
に
、代

表
者
の
名
前
・
学
校
名
・
学
年
・
住
所
・

電
話
番
号
・
出
店
数
を
、郵
送
・
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
で
、〒
７
４
５‐
０
０
４
５
徳

山
港
町
１‐
１
商
工
振
興
課
商
工
労

働
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐８
３
７
３
・

０
８
３
４‐
22
‐
８
３
５
７

庁
舎
建
設
基
本
設
計
市
民
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者

市
で
は
現
在
、庁
舎
建
設
基
本
設

計
を
進
め
て
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ

ん
が
利
用
し
や
す
く
親
し
み
や
す
い

新
庁
舎
と
な
る
よ
う
に
、基
本
設
計

に
皆
さ
ん
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
広

く
反
映
さ
せ
る
た
め
、庁
舎
建
設
基

本
設
計
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
在
住
、ま
た
は
通
勤

す
る
20
歳
以
上
の
人
で
、新
庁
舎
に

つ
い
て
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
積
極

的
に
議
論
が
で
き
、3
回
開
催
す
る

会
議
に
継
続
し
て
参
加
で
き
る
人

期
日
　
11
月
30
日（
日
）、12
月
23
日

（
祝
）、平
成
27
年
１
月
24
日（
土
）

時
間
　
９
時
〜
12
時

場
所
　
徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
▼
全
て
の
利
用
者
に
と
っ
て

便
利
で
分
か
り
や
す
い
市
民
窓
口
に

つ
い
て（
総
合
窓
口
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
な
ど
）▼
岐
山
通
に
面
し

た
市
民
開
放
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て（
会

議
室
、カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
）

※ 

ど
ち
ら
か
一
方
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、議
論
し
て
も
ら
い
ま
す
。

定
員
　
20
人
程
度（
申
込
み
多
数
の

場
合
は
、書
類
選
考
）

申
込
み
　
11
月
４
日（
火
）〜
18
日

（
火
）に
、住
所
・
氏
名
・
職
業
・
電
話

番
号
・
参
加
希
望
の
テ
ー
マ（
申
込
書

に
記
入
）・
作
文（
新
庁
舎
に
期
待
す

る
こ
と
、４
０
０
字
程
度
、様
式
自

由
）を
、持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E

メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５‐
８
６
５
５
岐

山
通
１‐
１
庁
舎
建
設
課
庁
舎
建
設

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
１
５
３

嘱
託
職
員

対
象
　
介
護
支
援
専
門
員
、保
健

師
、社
会
福
祉
士
、精
神
保
健
福
祉

士
、介
護
福
祉
士

勤
務
場
所
　
高
齢
者
支
援
課

勤
務
内
容
　
高
齢
者
相
談
業
務
お

よ
び
事
務
処
理
な
ど

勤
務
　
月
17
日
、８
時
30
分
〜
17
時

15
分

報
酬
　
月
額
13
万
９
５
０
０
円
程
度

定
員
　
１
人

選
考
　
書
類
、面
接

申
込
み
　
11
月
14
日（
金
）ま
で
に
、

申
込
書
を
、持
参
・
郵
送
で
、〒
７
４

５‐
８
６
５
５
岐
山
通
１‐
１
高
齢
者

支
援
課
も
や
い
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３
４‐
22
‐
８
４
０
４

催
し

や
ま
ぐ
ち
地
域
就
職
説
明
会

対
象
　
現
在
求
職
中
の
人（
学
生
は
除
く
）

日
時
　
11
月
19
日（
水
）13
時
30
分

〜
16
時（
受
付
13
時
〜
）

場
所
　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
徳
山

参
加
企
業
　
県
内
に
就
業
場
所
が

あ
り
、正
社
員
も
し
く
は
常
用
雇
用

者
の
採
用
を
予
定
し
て
い
る
企
業

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

参
加
料
　
無
料

問
合
せ
　
商
工
振
興
課
商
工
労
働

担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐
８
３
７
３
、

県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
８

３‐
９
７
６‐
１
１
４
５

嶽
山
荘
・
新
南
陽
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

日
時
　
11
月
９
日（
日
）10
時
〜
15
時

場
所
　
新
南
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
、老
人
休
養
ホ
ー
ム
嶽
山
荘

内
容
　
ハ
ワ
イ
ア
ン
＆
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

マ
ジ
ッ
ク
＆
ト
ー
ク
、カ
ラ
オ
ケ
大

会
、浜
の
え
び
店
実
演
販
売
な
ど

問
合
せ
　
新
南
陽
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
０
８
３
４‐
62‐１
９
３
５

こ
あ
の
地
産
地
消
フ
ェ
ア

日
時
　
11
月
９
日（
日
）９
時
〜
14
時

場
所
　
ふ
る
さ
と
産
品
の
店
こ
あ

内
容
　
ふ
る
さ
と
朝
市
・
夕
市
軽
ト

ラ
市
、高
校
生
開
発
商
品
販
売
、福

引
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

問
合
せ
　
ふ
る
さ
と
産
品
の
店
こ
あ

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
５
１
６

三
丘
徳
修
館
ま
つ
り

日
時
　
11
月
16
日（
日
）９
時
15
分
〜

内
容
　
安
田
の
糸
あ
や
つ
り
人
形
芝

居
の
上
演
、各
種
バ
ザ
ー
、ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

乗
車
体
験
、大
抽
選
会
、餅
ま
き
な
ど

場
所
　
三
丘
徳
修
館

周
辺

問
合
せ
　
三
丘
徳
修
館
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局
☎
０
８
３
３‐
92‐

０
１
７
７

自
然
と
な
か
よ
し
・
ネ
イ
チ
ャ

ー
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

対
象
　
幼
児
〜
小
学
生
と
そ
の
家
族

日
時
　
11
月
30
日（
日
）９
時
30
分

〜
15
時

場
所
　
大
田
原
自
然
の
家

内
容
　
自
然
の
中
で
の
宝
も
の
探
し

（
素
材
集
め
）、リ
ー
ス
作
り

定
員
　
10
家
族（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、抽
選
）

参
加
料
　
１
人
６
５
０
円
・
幼
児
５

５
０
円（
昼
食
代
・
保
険
料
・
消
耗
品

な
ど
）、３
歳
未
満
で
保
護
者
の
食
事
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場
所
　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ペ
ガ
サ

ス定
員
　
20
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
11
月
４
日（
火
）〜
17
日

（
月
）に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、

電
話
で
、リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ペ
ガ
サ

ス
環
境
館
☎
０
８
３
４‐
61‐０
３
０
２

成
人
式

対
象
　
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平

成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、本
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人

日
時
　
平
成
27
年
１
月
11
日（
日
）

11
時
〜
12
時

場
所
　
文
化
会
館

※ 

案
内
状
は
、11
月
20
日（
木
）現
在

の
住
民
登
録
に
基
づ
き
、12
月
上

旬
に
発
送
し
ま
す
。

※ 

就
職
や
進
学
な
ど
で
、市
外
へ
転

出
し
た
人
で
、出
席
を
希
望
す
る

人
は
、12
月
25
日（
木
）ま
で
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

成
人
式
登
壇
者
募
集

対
象
　
平
成
27
年
成
人
式
の
対
象
者

内
容
　
二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
記

念
品
受
領
、市
民
憲
章
唱
和
な
ど

定
員
　
若
干
名

申
込
み
　
11
月
17
日（
月
）ま
で
に
、住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
E
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス・
応
募
の
動
機
を
、持
参
・
郵
送
・フ

と
兼
用
の
場
合
は
20
円

申
込
み
　
11
月
17
日（
月
）ま
で
に
、

大
田
原
自
然
の
家
☎
・
０
８
３
４‐

89‐０
４
６
１

紅
葉
の
高
瀬
湖
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク

日
時
　
11
月
22
日（
土
）8
時
45
分
〜

10
時
45
分（
受
付
8
時
30
分
〜
）

※ 

天
候
な
ど
で
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

場
所
　
新
平
ヶ
原
公
園

内
容
　
高
瀬
湖

周
辺
道
の
ご
み

を
拾
い
な
が
ら
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と

ク
イ
ズ（
賞
品
あ
り
）

参
加
料
　
無
料

持
参
物
　
軍
手

問
合
せ
　
新
南
陽
総
合
支
所
地
域

政
策
課
☎
０
８
３
４‐61‐４
１
０
８

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ペ
ガ
サ
ス

大
人
向
け
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

普
段
の
見
学
で
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
工
場
の
裏
側
を
探
検
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
在
住
す
る
18
歳
以

上
の
人

※ 

工
場
内
は
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。車
い
す
を
利
用
す

る
人
や
、体
の
不
自
由
な
人
は
見

学
が
制
限
さ
れ
る
場
所
が
あ
り
ま

す
の
で
、理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
19
日（
水
）12
時
15
分

〜
14
時
30
分

■市民文化祭 文化を楽しむ会
●日時／11月3日（祝）9時30分～16時
●場所／市民館 ●内容／合計35団
体の参加による舞台発表、作品展示●
入場料／無料●問合せ／文化を楽しむ
会事務局長谷川さん☎0834-28-4646

■周南陶芸連盟展
● 日 時 ／11月8日（土）・9日（日）9時
30分～17時（9日は16時まで）●場
所／文化会館 ●入場料／無料●内
容／会員約50人の最新作品、約90点

を展示●問合せ／藤本さん☎0833-
71-2092

■しんなんよう地区文化祭
●日時／11月15日（土）・16日（日）●
場所／新南陽ふれあいセンター●内
容／▼水墨画展・華展・盆栽展▼お
茶会▼芸能発表●入場料／無料●問
合せ／文化祭実行委員会事務局井上
さん☎0834-63-3473

■ニューシティウインズコンサート「伝える」
●日時／11月15日（土）18時30分～
20時30分●文化会館 ●内容／▼
風の谷のナウシカ▼未来へのメッセー
ジソングメドレー他●入場料／500円
（中学生以下無料）●問合せ／演奏会
事務局藤井さん☎090-8364-5739

■市PTAコーラス交流会
●日時／11月29日（土）13時～●場
所／市民館 ●内容／市内小・中学
校のPTA６団体、コミュニティ２団体
などの合唱●入場料／無料●問合
せ／原田さん☎090-8718-1861

■熊毛地区駅伝大会・熊毛たんぼの
マラソン大会
●対象／熊毛地域に在住、通勤・通学
する人●日時／12月14日（日）9時～
●場所／三丘地区 千田郷●内容／
▼駅伝の部（子ども会・中学女子・中
学男子・一般女子・一般男子・壮年）
▼マラソンの部（小学生・中学生）●参
加料／無料●申込み／11月21日
（金）までに、教育委員会熊毛総合出
張所☎0833-92-0254

皆さんの活動耳より情報

伝言板

ァ
ク
ス・Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５‐０
０
０

４
毛
利
町
２‐２
生
涯
学
習
課
青
少
年
教

育
担
当

０
８
３
４‐22‐８
８
１
４・

ed-shogai@
city.shunan.lg.jp

い
ず
れ
も

問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
青
少
年
教

育
担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
６
９
７

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ

日
時
　
11
月
23
日（
祝
）11
時
〜
15
時

30
分

場
所
　
み
な
み
銀
座

内
容
　
各
国
の
文
化
紹
介
、料
理
販

売
、民
俗
衣
装
の
展
示
・
試
着
、ス
テ

ー
ジ
シ
ョ
ー（
歌
・
踊
り
な
ど
）、パ
ネ

ル
展
な
ど

参
加
料
　
無
料

問
合
せ
　
観
光
交
流
課
内
国
際
交

流
サ
ロ
ン
運
営
委
員
会
事
務
局
☎
０

８
３
４‐
22
‐
８
３
７
２

し
ゅ
う
な
ん
元
気
も
の

交
流
フ
ェ
ス
タ

日
時
　
11
月
16
日（
日
）10
時
〜
15
時

場
所
　
県
周
南
総
合
庁
舎

内
容
　
周
南
地
域（
周
南
・
下
松
・
光

市
）の
、市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

活
動
内
容
の
展
示
や
バ
ザ
ー
、体
験

教
室
、お
も
ち
ゃ
病
院
な
ど

参
加
料
　
無
料

問
合
せ
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
４‐
33‐７
７
０
０
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市以外からのお知らせ

掲示板

しゅうなん
メールサービス

なん
メールサービス
しゅう

【人口】148,683人（前月比 －6人）

［男］71,788人（前月比 －6人）
［女］76,895人（前月比   0人）
●出生102人 ●死亡119人
●転入339人 ●転出328人

【世帯】67,636世帯（前月比 +25）

登録すると、登録された携帯電話やパソコンに、市から災
害・緊急時のお知らせや気象情報のEメールが配信され
ます。shunan@xpressmail.jpに空メールを送信し、返信
されたEメールの内容に従って登録してください。

●広報「しゅうなん」の記事で市が収集した個人情報は、当該業務に限って使用します。

周
南
市
総
合
防
災
訓
練
の
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5件（平成26年の累計 49件）

死者数0人（平成26年の累計2人）
負傷者数65人（平成26年の累計627人）

市政情報番組 周南市市政だより

市ホームページ 広報しゅうなん
■広報しゅうなん（pdfファイルで配信）
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/

■音訳広報（mp3ファイルで配信）
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/voice/

正解者の中から
抽選で5人に
図書カードを
プレゼント

プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ

人のうごき（9月30日現在）

周南市数字で見る

火災件数（9月の発生件数）

交通事故件数（9月の発生件数） 

■シティーケーブル周南（12チャンネル）
　毎日6時・15時・22時
■Kビジョン（アナログ11チャンネル・デジ
タル12チャンネル）
　毎日6時30分・14時・24時30分
■メディアリンク（アナログ5チャンネル・デ
ジタル12チャンネル）
　毎日7時・14時・21時
■岐北テレビ（12チャンネル）
　毎日6時・12時・19時30分・23時
■市政だよりバックナンバー
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/catv/

循環型社会へ向けて
周南市のごみ分別
（11月放送分）

島地川上流にある高瀬峡
は、四季の織りなす自然の美し
さを満喫できる美しい渓谷で、
切り立った岩や奇岩の間を乱
舞する水の流れや、滝のしぶき
が訪れる人を魅了します。
特に１１月中旬頃から下旬頃

には、モミジが見ごろとなりま
すので、秋の紅葉を楽しみなが
ら歩いてみませんか。

高瀬峡

新南陽総合支所地域政策
課☎０８３4-61-4108問合せ

■被爆者・被爆二世定期健康診断
●対象／被爆者・被曝二世の人●期
間／11月30日（日）まで●場所／指定
された医療機関※原則、自己負担金
は必要ありません。●問合せ／周南
健康福祉センター☎0834-33-6425

■鹿野学園祭
●日時／11月9日（日）10時～14時
30分（雨天決行）●場所／鹿野学園
成人部●内容／ビンゴゲーム、吹奏
楽、合唱、音楽活動発表、模擬店な
ど●問合せ／鹿野学園・学園祭実行
委員会☎0834-68-2189

■ねんきん・労働無料相談会
●日時／11月15日（土）10時～12時
●場所／徳山社会福祉センター●
持参物／年金手帳、年金証書、印鑑
（認印）など●問合せ／県社会保険労
務士会徳山支部☎0834-83-3883

■女性の人権ホットライン強化週間
女性をめぐる人権問題について、
電話相談を行います。●期間／11
月17日（月）～23日（祝）８時30分～
19時（22日・23日は、10時～17時）
●相談電話番号／☎0570-070-
810●問合せ／山口地方法務局人
権擁護課☎083-922-2295

■労働保険に加入しましょう
　労働者を雇用する事業主は、法
人・個人・業種・規模を問わず労働
保険の加入が義務付けられていま
す。●問合せ／▼労災保険…徳山
労働基準監督署☎0834-21-1788
▼雇用保険…徳山公共職業安定所
☎0834-31-1950

11月の納付
介護保険料 6期
国民健康保険料 6期
後期高齢者医療保険料 5期

2014.11.117
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http://www.city.shunan.lg.jp/ 
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）

広告の内容については、直接広告主に問い合わせてください。
広告掲載の申し込みは、株式会社ふじたプリント社☎0834-25-1600まで。

広　告
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